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1 はじめに
2020年，新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ
り外出や対面の制限等，日常生活だけでなく多くの業界
に負の影響をもたらした。
ライブ・エンタテインメント市場は好調に市場拡大し
てきたが，2020年度は市場規模が前年度比 8割減とな
る大きな影響を受けた [1]．開催回数が少なく一つ一つ
は一次的な市場であることから，従来より新規システム
導入に消極的でその場しのぎの対応が多く，近年の長引
く緊急事態等様々な環境変化に対し，業界全体の柔軟な
改革が必要であると考える．
本稿では，ライブ・エンタテインメント市場の中でも
コロナ禍以後急激に拡大したオンライン音楽ライブと
付随する物品販売業務に着目し，コロナ禍以後の制限さ
れた環境における各立場の相互コミュニケーション支援
について議論した．

2 物品販売業務の効率化方式
2.1 課題とレジ業務効率化方式

ライブ・エンタテインメント市場では，物品販売によ
る売上も大きい．一方，導入コストや複数会場への移動
コストから商業施設のような大型レジシステムの導入
が難しく，販売環境の非統一性から，統一販売形態のシ
ステムの導入も難しい．
そこで，筆者卒業論文 [2]にて，商業イベントにおけ
る仮設物販店舗のレジ業務を分割し，デジタル化するこ
とによる短時間大量販売業務の効率化方式を提案した．

2.2 実験

筆者卒業論文 [2]にて，従来方式によるレジ業務時間
の計測実験及び，従来方式の計測時間を元にした効率
化方式によるレジ業務時間のシミュレーション実験を
行った．
結果，効率化方式では従来方式比 5割以下に業務時
間を短縮できた．また，客 20人あたり約 15分あった
業務スタッフによる個人差が 3分程度まで縮まった．

2.3 考察

効率化方式により商品の在庫管理を行うことによる
売り切れ情報を客に提示することで，熱心な客の混乱を

抑えることができると考える．
また，コロナ禍のような急激な経済変化のなかで，効

果や影響が不明瞭な新たな販売形態やシステムを導入
することは非常にリスクが高く，変化前のデータを利用
して変化後の環境でのシミュレーションを行う研究とし
て，有用性があると考える．

3 オンラインライブにおける相互コミュニ
ケーション支援方式

3.1 オンラインライブの現状

新型コロナウイルス感染症によりリアルライブが中
止や延期となる中，有料型オンラインライブ市場が立ち
上がり，急激に拡大した．
しかし，従来は同一空間内で行われていた演者と観

客，観客間の相互コミュニケーションが難しいことや，
自宅で 1人で鑑賞することで熱量を共有できる人がおら
ず従来に比べて観客が熱狂しきれない等の課題もある．

3.2 提案方式

本稿では，アイドルジャンルの音楽ライブを対象と
し，従来のリアルライブより使用されていたペンライト
を用いて観客の盛り上がりを検出，可視化し，演者や他
の観客と共有することで演者と観客及び観客間の相互
コミュニケーションを支援する方式を提案する．提案方
式では，アイドルジャンルにおいて重要である「誰に向
けた応援か」を明確にし，ライブへの没入感を損なわな
い支援を目指す．
本提案方式のシステム構成図を図 1に示す．

図 1 提案方式の構成図
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視聴者用ペンライトデバイスにて，圧力値及び加速
度，色情報を収集する．各視聴者用ペンライトデバイス
はステージ用ペンライトデバイスの 1本と対応してお
り，色情報が反映される．
盛り上がり度算出部にて，視聴者用ペンライトデバイ
スから収集した圧力値及び加速度から検出したペンラ
イトの動きを元に，視聴者全体の平均盛り上がり度 Ea

と視聴者別の個別盛り上がり度 Ei を算出する．
ステージ用ペンライトデバイスにて，視聴者別の色情
報と平均盛り上がり度の可視化を行う．ステージ用ペン
ライトデバイスは会場のステージ前方に横一列に並べ
られる．平均盛り上がり度は輝度変化及び色の横揺れに
て可視化を行う．
配信画面では，ステージ用ペンライトデバイスを含
めたライブ映像と可視化した個別盛り上がり度を配信
する．

3.3 視聴者のライブ中行動分析実験

視聴者用ペンライトデバイスの実験用デバイス (図 2

左)を用いて，ライブ視聴中の視聴者の行動及び圧力値，
加速度の測定と分析を行った．
その結果，ライブシーンごとの圧力値の大きな変化や
加速度の規則的な周期性が確認できた．また，演者に対
するレスポンスや振り真似などの特有の動作や，圧力値
の個人差，時間経過による疲労や長時間のライブに対し
労力を抑制する様子が確認できた．

3.4 視聴者のライブへの没入感及び盛り上がり共有感

検討実験

実験用システム (図 2)では，配信画面の左右に個別
盛り上がり度を反映したアニメーション，下部にステー
ジ用ペンライトを表示し，視聴者用ペンライトで取得
した情報がリアルタイムに反映される．これを用いて，
視聴者視点から提案方式によるオンライン音楽ライブ
への没入感及び他視聴者との盛り上がり共有感を検討
する実験を行った．被験者は過去に音楽ライブへの参加
経験がある者とし，被験者の視線や様子，算出した盛り
上がり度及び被験者アンケートを指標とした．

図 2 実験用システム (左：被験者用ペンライ
ト，右：配信画面)

アンケート結果より，従来のオンラインライブ視聴に
比べ，提案方式を用いたオンラインライブ視聴はライブ
の楽しさや参加感，同時に視聴する他の視聴者を感じる

ことができたことを確認した．また，ステージ用ペンラ
イトデバイスの動きに合わせて被験者がペンライトの
振り方を変更している様子も確認できた．

3.5 考察

提案方式により，演者は観客の反応が可能な限りリア
ルタイムで返ってくることによるモチベーションの維持
や，暗い空間ではなく自身を応援する特別な色を視認す
ることによるパフォーマンスの向上といったメリットが
得られると考える．
また，視聴者は他の観客の熱狂を共有していると感

じ，自身がライブに参加している感覚が得られることで
ライブへの熱狂をより感じることができると考える．
運営企業については，オンラインライブに付加価値

を，ペンライトにライブグッズとしての価値を再度与え
ることで，より売上に繋がると考える．

4 議論
コロナ禍の影響が落ち着くにつれてリアルライブが

再開している．
物品販売業務の効率化方式により，顧客のストレスを

軽減し落ち着いて誘導を行い，レジ時間短縮により客の
滞留を防ぐことで，3密環境を生まないための対策がで
きると考える．
リアルライブとオンラインライブの両方を行うハイ

ブリッド方式の音楽ライブにおいても，提案方式により
会場内の観客や演者と配信視聴者の相互コミュニケー
ションを支援するだけでなく，今まで音楽ライブに参入
しづらかった身体障碍のあるファンなどの積極的参加に
繋がると考える．

5 おわりに
コロナ禍以後のライブ・エンタテインメント市場にお

いて，物品販売業務に着目し効率化方式による制限下で
の客の誘導や，経済変化前のデータからシミュレーショ
ンを行う研究の有用性について述べた．オンライン音
楽ライブに着目し，演者や観客の相互コミュニケーショ
ン支援方式を提案，視聴者視点から有用性を検討し，従
来と比べライブへの参加感や他の視聴者の存在を感じ
ることができライブの楽しさにつながると結論付けた．
本研究により，コロナ禍以後の音楽ライブにおいて経

済変化や市場変化に対する柔軟な改革を支援できるこ
とを示した．
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